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第99回堀川清掃について

｢堀川と堀川通りを美しくする会｣では、下記の通り堀川の

清掃を行いますので、ご案内いたします。

どなたでもご参加できます。多くの皆さんのご参加をお待ち
しています。

なお、1月はお休みになりますので、ご注意ください。

記

日 時 令和8年3月15日(日)午前7時から
※午前6時現在雨天の場合中止

集合場所 みどり公園内（中立売通小川角）

清掃場所 戻橋～下長者町橋

堀川と堀川通りを美しくする会
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エシカル消費とは、地域の活性化や雇用など
を含む、人・社会・地域・環境に配慮した消費

行動のことです。

2015年9月に国連で採択された持続可能な開

発目標(SDGs)の17のゴールのうち、特にゴール
12に関連する取り組みです。

1 人・社会への配慮
人・社会に配慮された商品を見つけて、選ん

で購入することで、より多くの人が持続可能な
生活を送れるようになります。

例 フェアトレード認証商品 売上金の一部

が寄付につながる商品 障がい者支援に
つながる商品を選択する など

2 地域への配慮
地元の食材を選ぶことや地元のお店で商品を

買うことは、地元を応援することにつながりま
す。

例 地産地消 被災地で作られたものを購入

する 伝統工芸品を購入する など

3 環境への配慮
大量生産。・大量消費・大量廃棄の暮らしに

よって、地球温暖化や海洋汚染などが発生し、

生態系が破壊され、エネルギー資源が減少し、

異常気象による農作物への被害などが深刻化し
ています。これらの問題を見過ごすことなく、

身近な問題として取り組みましょう。

例 エコ商品を選ぶ マイバッグの使用

マイボトルを利用 食品ロスを減らす
ゴミの分別 など

4 みんなで支え合う社会へ
消費と社会のつながりを「自分ごと」として

捉え、世界の未来を変えるために今から行動し

ましょう。

例 買いだめ、買占めをしない 今のことだ

けを考えず未来への影響を考える など
以上消費者庁HPより抜粋

★エシカル消費は、難しいことではありません。

マイバッグやLED電球の使用、ゴミの分別など

皆さんが既に実行しているものも多くあると思
います。今よりもっと意識し、周りの人たちに

も呼びかけていくことで、よりよい未来を築く

ことにつなげていくことができると思います。

『エシカル消費』とは

この度、

「mame-eco」

さんから、

コーヒーか

す回収協力

についての

感謝状が届

きましたの

で、ご報告

いたします。

当会議では、引き続き

中立会館前で、コーヒー

かす回収を行っています。

皆様のご協力をお願いい

たします。

コーヒーかす回収
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12月14日新町小学校で、苑酉マルシェが開催さ

れました。
京北から届いた新鮮な野菜

やお米、加工品等がずらりと

並びました。「地産地消」ま

さにエシカル消費の実践です。
業者の方が、新聞紙で作られ

たエコバッグを持参されていて、

これが買った野菜の保存用とし

ても使える優れものでした。
昨年に引き続きお米はあっと

いう間に完売し、その他の商品

も、売れ行き好調でした。
住協のコーナーでは、今年初め

ての試みとして、チラシ持参の方

に飲物をプレゼントしました。ま

た、ご希望の方には、一筆箋や風

船もお渡ししました。ここでは、新町っこ探究団の

子どもたちがお手伝いをしてくれ、持参されたチ

ラシにスタンプを押したり、声かけをしてプレゼ

ントを渡してくれました。ぎんなんの販売にも大
活躍し、見事完売しました。

苑酉マルシェ開催 大人こども食堂開催

苑酉マルシェと併設して、第2回目となる

「大人こども食堂」を開催
しました。

今回は「住協特製皿うど

ん」を提供しました。

具材は、シーフード、豚
肉、野菜をふんだんに使い、

そこから出るうま味を充分

に含んだ餡を、久しぶりに

登場した大きなしゃもじを
用いてかき混ぜ、豪快に作

られました。それをかた揚

げ麺にたっぷりとかけ、皆さんに召し上がっ
ていただきました。味の方

も好評で、用意したものは

全てなくなりました。温か

い食べ物で、心も身体もほっ
こりしていただけたのでは

ないでしょうか。

最終的に、スタッフも含めて250名の参加

者があり、成功裏に終了することができまし
た。これも偏に、ご協力いただいた全ての皆

さんのおかげです。次回に繋げることができ

るよい居場所づくりになりました。ありがと
うございました。

防災時にも使用できる
エコグッズ体験

ロケットストーブ エコ作 ドラム缶

グラウンドには、防災時にも使用できるエコグッ

ズ体験コーナーを設けました。ここでも、新町っ
こ探究団がお手伝いをしてくれ、ロケットストー

ブやエコ作、ドラム缶を用いて焼き芋を作りまし

た。太陽の光や熱を利用して調理する「エコ作」

ですが、残念ながらお天気に恵まれず、ホカホカ
の美味しいお芋はできませんでしたが、新町っこ

探究団の子どもたちが、晴れてくると場所移動を

させてたりして、頑張ってくれました。

ロケットストーブやドラム缶でできたほかほか
の焼き芋は、来場者の皆さんに無料で配布しまし

た。美味しく楽しいエコ生活体験になりました。

中立学区独自のナッジを使ったゴミ減量と分別

今回も、ゴミステーションを設置し、

ゴミの分別回収と、重ねて捨てるかさ

べらし作戦を実行しました。学区民の
皆さんも中立方式が浸透してきている

ようで、きちんと整理されていました。


